
1 基本情報

・ センターの使用許可等に関する業務
・ センター及び設備の維持管理業務
・ 県民文化の振興及び地域社会の活性化に資する公演等の事業の企画及び実施

に関する業務
・ センターの利用促進に関する業務
・ その他の業務

2 利用状況を把握するための指標 3 平成２７年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

平成２７年度指定管理者評価結果票

所     管     課 環境生活部　文化振興課

評価対象期間 H27.4.1　～　H28.3.31

指 定 管 理 者

名     称 飛騨コンソーシアム

構 成 員 日進木工株式会社、株式会社シラカワ、飛騨産業株式会社、株式会社イバタインテリア

所 在 地 高山市桐生町7-78

指定期間

施 設 概 要 
名     称 飛騨・世界生活文化センター

所 在 地 高山市千島町900‐1

H23.4.1 ～ H28.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 245,341

利 用 料 金 17,448
Ｈ２５ 541,280

指定管理料 224,846
Ｈ２６ 490,647

そ   の   他 3,047
Ｈ２７ 487,985

支  出  計 241,989

人   件   費 71,086

施設管理費 154,999

そ   の   他 15,904

差   　　　　　　  引 3,352

納　　 　付 　　　金 0

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・リピーターを作るための取り組みをされたい。
・ヴィルトーゾオーケストラ及び伊藤正道原画展で、アウトリー
チ事業を実施した。また、Facebookを利用した情報発信を開
始した。

・収入予算が目標に未達であるが、経費の縮減に努
力されており、効率的な運営をされている。

・昨年度に引き続き、収入予算が目標に未達であったが、経
費の縮減に努力し、効率的な施設の運営に努めた。
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.3

・職員のコスト意識が高く、コスト削減への努力がうかがえる。
・外注に出さない姿勢が大変評価できる。
・利用者からの声を十分に把握し、より質の高いサービスを提供された
い。
・今後は施設・設備の修繕が多くなってくるので、優先順位をつけて順に
解決されたい。

設置目的の充足状況 4.7
・利用者数が50万人前後で推移しており、飛騨地域の人々に魅力のある
企画事業が実施できている。
・多くの市民等が参加できる企画事業を実施していることが評価できる。
・今後とも新しい取り組みに挑戦されたい。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 4.5
・高齢者や障がい者の雇用に努められたい。
・学生等への減免もあり、十分努力されていると考える。
・危機管理対策面の強化を図られたい。

経営状況 4.5
・業務の効率化、無駄削減に努められている。
・現段階では十分予算内での運営に努力が見え、評価できるが、今後施
設老朽化や社会情勢による大規模な支出がある場合、この予算内では
不十分と思われる。

派生的効果 4.7
・飛騨一円の集客に努力しており、地域の人に文化や教養に触れ合う機
会を与えている。
・県としてだけではなく、飛騨地域全体のイメージアップに繋がる取り組み
を継続されたい。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

S
・地域住民参加型の企画事業を実施し、飛騨地域の文化芸術を担う人材育成に努めている。
・施設が老朽化しているが、小修繕等適切に対応しており、施設の維持管理において配慮が行き届
いている点が高く評価できる。
・大規模なイベント・コンベンションの積極的な誘致を行い、センター利用者の増加に努めており、利
用者満足度も高い。


